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 要 旨   

 

目的： 

臨床および法医学におけるアルコール摂取を評価する直接的および間接的なアルコール・

マーカーの重要性が増大している。いくつかのマーカーが断酒を証明するのに用いられ、

いくつかのマーカーはアルコール誤用の検出にむいている。ホスファチジル・エタノール

（PEth）は、後者の例とされる。PEth と現在使用される他のマーカー（エチル・グルク

ロニド、エチル硫酸、炭水化物欠損トランスフェリン、ガンマ‐グルタミルトランスペプ

チダーゼ、メタノール）間の相関についての情報、および断酒後のそれらの低下について

の情報はほとんどない。 

 

方法： 

詳細な情報を得るために、断酒治療中の 18 例のアルコール依存患者で、最長 19 日間血液

と尿でこれらのパラメータをモニターした。異なるマーカー間には相関がなかった。 

 

結果： 

PEth は、介入の開始により、最初の数日の後の緩徐な低下後、急速な減少を示した。また

エタノールの断酒後 19 日でも検出することができた。 

 

結論： 

 

 




